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一
、
は
じ
め
に

蒋
予
蒲
（
一
七
五
五
―
一
八
一
九
）
編
『
道
蔵
輯
要
』
に
載
せ
る
王
常
月
『
初

真
戒
律
』
は
、
清
初
に
大
規
模
な
伝
戒
儀
礼
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
全
真
教
道
士

王
常
月
の
戒
法
を
そ
の
弟
子
た
ち
が
編
集
し
て
伝
え
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
初
真
戒
律
』
に
は
、
順
治
十
三
年
（
一
六
五
六
）
王
常
月
序
（
張
集
七

25a-26a

）
の
ほ
か
に
、
康
煕
十
三
年
（
一
六
七
四
）
龍
起
潜
序
（
張
集
七27a-

28a

）、
康
煕
丙
寅
年
（
一
六
八
六
年
、
康
煕
二
十
五
年
）
呉
太
一
（
震
陽
）「
初

真
戒
説
」（
張
集
七30a-33b

）、
そ
し
て
鬱
岡
居
士

重
光
（
一
六
二
三
―
一

六
九
二
）「
初
真
戒
後
序
」（
張
集
七61a-b

）
が
あ
り
、
康
煕
年
間
中
葉
に
江

南
隠
仙
菴
の
弟
子
た
ち
が
中
心
と
な
り
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

詹
賢
（
一
六
六
三
生
（
１
））『
詹
鉄
牛
詩
文
集
』
（
２
）
は
、
表
姪
詹
謝
昌
に
よ
る
雍
正
五

年
（
一
七
二
七
）
の
後
序
を
有
す
る
清
初
の
文
献
だ
が
、
そ
の
巻
九
「
疏
」
所

収
「
募
戒
衣
疏
」
条
に
康
煕
五
十
年
（
一
七
一
一
）
の
記
事
と
し
て
、
詹
賢
が

湖
北
省
孔
礲
に
逗
留
の
折
、
僧
慧
愷
が
王
崑
陽
『
初
真
戒
律
』
を
念
じ
て
い
る

の
を
目
撃
し
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
中
に
一
冊
の
崑
陽
王
道
士

の
初
眞
戒
律
と
為
す
も
の
有
り
。
掲
て
之
を
読
む
に
、
内
に
信
衣
・
淨
衣
・
洞

衣
等
の
説
有
り
て
、
図
式
井
然
た
り
（
中
有
一
册
爲
崑
陽
王
道
士
初
眞
戒
律
。

掲
而
讀
之
、
内
有
信
衣
・
淨
衣
・
洞
衣
等
説
、
圖
式
井
然
）」（5a-b

）
と
い
う

く
だ
り
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
詹
賢
の
見
た
「
初
真
戒
律
」
が
三
衣
の
説
と
図

と
を
載
せ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
現
行
『
道
蔵
輯
要
』
所
収
『
初

真
戒
律
』
に
も
信
衣
・
淨
衣
・
洞
衣
の
説
お
よ
び
図
が
あ
り
、
詹
賢
が
見
た
も

の
と
同
内
容
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
初
真
戒
律
』
が

康
煕
年
間
後
半
に
は
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

王
常
月
の
戒
法
は
所
謂
「
初
真
戒
」、「
中
極
戒
」、「
天
仙
戒
」
の
三
つ
の
段

階
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
が
、『
初
真
戒
律
』
は
そ
の
う
ち
の
「
初
真
戒
」
す
な

わ
ち
「
初
真
十
戒
」（
具
体
的
に
は
「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真
十
戒
」）
を
中
心
に
、

王
常
月
の
戒
法
の
梗
概
を
示
す
文
献
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
初
真
戒
律
』

に
収
め
ら
れ
た
「
初
真
十
戒
」
が
道
教
史
の
中
で
一
定
の
来
歴
を
も
つ
も
の
で

「
初
真
十
戒
」
系
譜
考

│
│ 

王
常
月
「
初
真
十
戒
」
前
史
（
Ⅰ
）

森　
　
　

由
利
亜
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あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
唐
代
か
ら
清
初
を
視
野
に
収
め
て
考

察
す
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、『
初
真
戒
律
』
所
収
の
「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真

十
戒
」
の
由
来
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
れ
が
『
道
蔵
』
所
収
の
『
虚
皇

天
尊
初
真
十
戒
文
』
に
基
づ
く
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
き
た
程
度
で
、「
初
真
十

戒
」
そ
の
も
の
の
来
歴
を
考
慮
し
て
い
な
い
恨
み
が
あ
る
（
３
）。
本
稿
で
は
、「
初

真
戒
」
も
し
く
は
「
初
真
十
戒
」
と
称
さ
れ
る
戒
の
事
例
を
網
羅
す
る
こ
と
で
、

王
常
月
と
伝
統
的
道
教
の
関
係
を
考
え
る
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
道
教
に
お
け
る
「
初
真
戒
」
あ
る
い
は
「
初
真
十
戒
」
の

位
置
づ
け
を
考
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
戒
を
伝
授
す
る
た
め
の
伝
戒
儀
礼
に
つ

い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
飽
く
ま

で
も
「
初
真
戒
」
お
よ
び
「
初
真
十
戒
」
の
事
例
を
集
め
て
比
較
す
る
に
と
ど

ま
る
。
伝
戒
儀
礼
の
構
造
等
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

二
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
出
家
因
縁
経
』
の
中
の
「
初
真
誡
」

「
初
真
戒
」
の
初
出
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
南
北
朝
期
の
文
献
に
は
、

「
初
真
戒
」
に
言
及
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
道
教
戒
の
組

織
を
あ
る
程
度
詳
細
に
説
い
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
梁
末
・
金
明
七
真

『
三
洞
奉
道
科
誡
儀
範
』﹇
P
二
三
三
七
﹈（
道
蔵
本
『
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』

﹇SN

一
一
二
五
﹈）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
初
真
戒
」
は
言
及
さ
れ
な
い
。『
三

洞
奉
道
科
誡
儀
範
』
に
は
「
度
人
儀
」
と
し
て
新
出
家
へ
の
授
戒
に
関
す
る
科

儀
を
載
せ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
初
真
戒
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

北
周
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
上
秘
要
』
に
も
、『
道
蔵
』
に
残
さ
れ
た
部
分
で
見

る
限
り
は
「
初
真
戒
」
へ
の
言
及
は
な
い
。
敦
煌
文
書
中
の
道
書
類
や
大
正
蔵

所
収
の
仏
典
に
も
、「
初
真
戒
」
に
言
及
す
る
文
献
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

現
存
す
る
資
料
に
お
け
る
「
初
真
戒
」
の
初
出
は
、
管
見
の
限
り
で
は
『
太

上
洞
玄
霊
宝
出
家
因
縁
経
』﹇SN

三
三
九
﹈（
以
下
、『
出
家
因
縁
経
』
と
略
称
）

に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
玄
宗
（
六
八
五
―
七
六
二
）
の
勅
を

受
け
て
太
清
観
主
で
あ
っ
た
史
崇
が
、
同
じ
く
太
清
観
の
道
士
で
あ
っ
た
張
万

福
等
を
も
含
む
多
く
の
編
者
と
共
に
撰
し
た
『
一
切
道
経
音
義
妙
門
由
起
』

﹇SN

一
一
二
三
﹈（
以
下
、『
妙
門
由
起
』
と
略
称
）
の
中
で
四
度
に
わ
た
っ

て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
吉
岡
義
豊
氏
が
明
か
に
し
た
と
お
り
、『
妙
門
由
起
』

の
完
成
は
先
天
元
年
よ
り
同
二
年
の
間
（
七
一
二
―
七
一
三
）
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
『
出
家
因
縁
経
』
は
八
世
紀
始
め
に
は
通
行
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、『
出
家
因
縁
経
』
は
『
無
上
秘
要
』

を
は
じ
め
唐
前
の
道
典
に
言
及
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は

史
崇
や
張
万
福
等
が
活
躍
す
る
直
前
、
隋
か
ら
唐
初
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
出
家
因
縁
経
』
の
内
容
は
、
太
上
道
君
が
開
皇
元
年
七
月
十
五
日
に
、
赤

明
国
朱
陽
上
観
三
明
宝
壇
で
太
上
天
尊
（『
妙
門
由
起
』
で
は
「
無
名
天
尊
」

に
作
る
）
か
ら
三
洞
経
典
や
符
図
を
授
か
っ
た
後
に
、
諸
国
王
た
ち
が
天
尊
に

出
家
を
願
い
出
て
、
出
家
に
は
然
る
べ
き
因
縁
が
あ
る
こ
と
を
天
尊
か
ら
説
か

れ
る
と
い
う
想
定
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
諸
王
た
ち
へ
の
「
初
真
誡
」
伝

戒
の
模
様
を
記
す
く
だ
り
を
以
下
に
引
用
し
よ
う
。
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二
三

天
尊 

我
と
玉
清
髙
聖
と
に
命
じ
て
、
諸
王
等
に
入
道
科
誡
・
節
度
威
儀

を
授
け
し
め
、
四
天
王
等
を
し
て
為
に
法
服
を
加
へ
し
む
。〔
諸
王
等
は
〕

北
面
し
て
天
尊
に
礼
し
て
三
拝
、
回
り
て
吾
及
び
諸
天
仙
真
聖
等
に
礼
し
、

東
面
し
て
地
に
伏
し
、
初
真
誡
を
受
く
る
な
り
。
誡
に
曰
く
、
出
家
の
後

は
、
第
一
、
経
道
及
以
（
お
よ
び
）
本
師
を
軽
慢
す
る
を
得
ざ
れ
。
第
二
、

法
服
を
泄
慢
し
、
道
の
威
儀
を
損
ふ
を
得
ざ
れ
。
第
三
、
中
道
に
退
敗
し
、

世
の
栄
華
に
趨
る
を
得
ざ
れ
。
第
四
、
我
が
法
衣
を
捨
て
、
更
へ
て
異
学

に
従
ふ
を
得
ざ
れ
。
第
五
、
非
出
家
及
び
諸
も
ろ
の
異
学
と
交
遊
居
処
し

法
服
を
穢
辱
す
る
を
得
ざ
れ
。
第
六
、
酒
肉
を
啖
食
し
、
殺
害
の
想
を
懐

く
を
得
ざ
れ
。
第
七
、
諸
も
ろ
の
男
女
と
交
遊
し
、
婬
邪
の
想
を
生
ず
る

を
得
ざ
れ
。
第
八
、
経
誡
に
違
犯
し
、
諸
も
ろ
の
過
悪
を
生
ず
る
を
得
ざ

れ
。
第
九
、
傲
誕
狠
戻
に
し
て
、
同
道
及
び
非
出
家
の
人
を
欺
凌
す
る
を

得
ざ
れ
。第
十
、父
母
国
君
を
敬
は
ず
、不
忠
不
孝
な
る
を
得
ざ
れ
。（4b-5a

）

こ
れ
に
よ
る
と
、「
初
真
誡
」
は
新
出
家
に
授
け
ら
れ
る
べ
き
十
の
戒
条
か
ら

成
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
に
見
る
と
お
り
、『
出
家
因
縁
経
』
の
初
真
戒
の

内
容
は
独
自
の
も
の
で
、
後
世
の
初
真
戒
と
は
異
な
る
が
、
初
出
家
の
た
め
の

十
戒
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
後
世
に
も
継
承
さ
れ
る
初
真
戒
の
最
も
基
本
的
な

特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
、
張
万
福
の
「
初
真
戒
」

『
出
家
因
縁
経
』
に
続
い
て
「
初
真
戒
」
に
言
及
す
る
の
は
張
万
福
で
あ
る
。

八
世
紀
初
期
に
活
躍
し
た
太
清
観
の
道
士
張
万
福
は
、
巻
下
に
先
天
元
年
（
七

一
二
）
の
紀
年
を
有
す
る
『
伝
授
三
洞
経
戒
法
籙
略
説
』
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た

「
戒
目
」
の
な
か
で
、
三
帰
戒
、
五
戒
、
八
戒
、
無
上
十
戒
の
後
に
「
初
真
戒
」

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
自
注
に
、「
此
の
初
真
戒
は
、
新
出
家
の
受
く
る
所
、

始
め
て
俗
服
を
脱
し
入
道
す
る
を
謂
ふ
な
り
」（1b

）
と
し
て
、「
初
真
戒
」

が
新
た
に
出
家
し
た
者
が
受
け
る
べ
き
戒
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
じ
張
万
福
の
『
三
洞
衆
戒
文
』
に
も
戒
の
組
織
を
載
せ
、
そ
の
中
で
「
新

出
家
者
、
初
真
戒
」（1b

）
と
述
べ
て
、
そ
れ
が
新
出
家
者
に
与
え
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。た
だ
し
、張
万
福
の
著
作
の
中
で
は
「
初

真
戒
」
の
内
容
や
条
数
に
つ
い
て
は
触
れ
る
所
が
な
い
。

尚
、
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
張
万
福
の
言
う
「
初

真
戒
」
は
実
は
『
出
家
因
縁
経
』
の
「
初
真
誡
」
で
は
な
い
か
と
疑
う
者
で
あ

る
。
先
述
の
通
り
、『
出
家
因
縁
経
』
は
、
張
万
福
も
そ
の
編
集
に
与
っ
た
『
妙

門
由
起
』
の
中
で
四
度
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
類
書

に
お
け
る
一
経
典
の
引
用
頻
度
と
し
て
は
最
多
の
類
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
史
崇
や
張
万
福
等
に
と
っ
て
『
出
家
因
縁
経
』
は
重
要
な
経
典
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
妙
門
由
起
』
に
は
「
初
真
誡
」
を
説
く

く
だ
り
は
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
張
万
福
が
『
出
家
因
縁
経
』
の
「
初
真

誡
」
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
く
、
彼
が
『
伝
授
三
洞
経
戒
法
籙
略

説
』
と
『
三
洞
衆
戒
文
』
で
新
出
家
に
伝
授
す
べ
き
「
初
真
戒
」
に
言
及
す
る

際
、『
出
家
因
縁
経
』
の
初
真
誡
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
可
能
性
も
ま
た
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
張
万
福
の
時
代
に
至
る
道
典
の
な
か
で
「
初
真
戒
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（
誡
）」
と
称
さ
れ
る
戒
は
、
現
存
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
限
り
は
こ
の
『
出

家
因
縁
経
』
所
載
の
も
の
し
か
な
い
の
で
あ
る
（
４
）。

四
、「
初
真
十
戒
」
に
関
す
る
考
証

　
　

―
成
立
時
期
と
相
互
関
係

以
上
に
述
べ
た
如
く
、『
出
家
因
縁
経
』
の
「
初
真
誡
」
は
、
唐
代
初
・
中

期
に
お
い
て
は
、
初
め
て
出
家
し
た
道
士
に
与
え
る
べ
き
十
戒
と
し
て
一
定
の

地
位
を
得
て
い
た
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
唐
代
後
半
期
以
降
の
資
料
で
は
、

『
出
家
因
縁
経
』
の
「
初
真
誡
」
が
初
出
家
の
た
め
の
戒
と
し
て
用
い
ら
れ
た

形
跡
は
な
く
、
む
し
ろ
、『
出
家
因
縁
経
』
の
十
戒
と
は
異
な
る
条
文
を
有
す

る
十
戒
が
「
初
真
戒
」
と
し
て
通
行
す
る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が

唐
代
後
半
期
以
降
に
出
た
『
至
言
緫
』
所
載
の
「
初
真
十
戒
」
で
あ
り
、
こ
れ

は
や
が
て
北
宋
『
雲
笈
七
籤
』
に
転
載
さ
れ
、
そ
の
後
も
多
く
の
道
書
の
な
か

に
「
修
真
十
戒
」
等
と
し
て
引
か
れ
て
、
最
終
的
に
は
清
初
王
常
月
『
初
真
戒

律
』
に
見
え
る
「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真
十
戒
」
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ

る
。
い
ま
、
管
見
す
る
限
り
で
確
認
で
き
る
こ
の
新
た
な
タ
イ
プ
の
「
初
真
十

戒
」
―
―
お
よ
び
、
そ
れ
と
同
じ
内
容
を
有
す
る
「
修
真
十
戒
」
―
―
を
収
め

る
文
献
を
す
べ
て
挙
げ
る
と
、
以
下
の
四
系
統
九
種
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
う
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
書
時
期
に
つ
い

て
系
統
分
け
の
根
拠
と
と
も
に
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
四
系
統
九
種
の

テ
キ
ス
ト
に
収
録
さ
れ
る
十
戒
の
本
文
は
、
す
べ
て
対
照
し
て
篇
末
の
表
に
示

す
（「
初
真
十
戒
対
照
表
」）。
ま
た
、
紙
幅
の
節
約
の
た
め
、
以
下
の
考
察
で

は
こ
れ
ら
の
十
戒
の
文
面
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
全
て
「
初
真
十
戒
対
照

表
」
を
参
照
す
る
も
の
と
す
る
。

系
統
Ａ

（
Ａ
１
）『
至
言
緫
』
巻
一
所
収
「
初
真
誡
」

九
種
に
及
ぶ
「
初
真
十
戒
」
の
う
ち
、
最
も
早
い
テ
キ
ス
ト
が
、
范

然
『
至

言
緫
』
巻
一
に
見
え
る
「
初
真
誡
」
で
あ
る
。『
至
言
緫
』
に
つ
い
て
は
、
吉

岡
義
豊
氏
に
よ
り
、
議
論
の
余
地
な
き
範
囲
で
の
成
書
時
期
の
下
限
を
（『
雲

笈
七
籤
』
に
引
用
さ
れ
る
の
で
）
北
宋
初
期
と
し
、
さ
ら
に
杜
光
庭
（
八
五
〇

―
九
三
三
）『

城
集
仙
録
』「
聖
母
元
君
」
条
と
の
関
係
か
ら
唐
末
ま
で
に
は

完
成
し
て
い
た
と
見
（
５
）る
推
測
が
示
さ
れ
て
お
り
、
大
淵
忍
爾
氏
も
吉
岡
氏
の
こ

の
説
を
追
認
し
「
北
宋
初
以
前
、
恐
ら
く
は
唐
の
後
半
頃
の
も
の
」
と
判
断
す

る（６
）。
ま
た
、
同
書
に
は
七
世
紀
後
半
に
活
動
し
た
尹
文
操
（
六
八
八
年
没
（
７
））『
玄

元
皇
帝
聖
紀
』
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
そ
の
成
書
は

玄
宗
朝
（
七
一
二
―
七
五
六
）
よ
り
前
で
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
筆
者
も
、『
至
言
緫
』
の
成
立
時
期
を
唐
後
半
か
ら
北
宋
初
の
間
の
時
期
と

み
な
し
て
論
を
進
め
た
い
。

『
至
言
緫
』
所
収
「
初
真
誡
」
は
前
文
と
後
文
を
伴
う
。
そ
の
前
文
冒
頭
に

は
「
天
真
言
」
と
し
て
、
こ
の
戒
が
「
天
真
」
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
の
、
具
体
的
な
神
格
名
に
は
触
れ
な
い
。
そ
の
点
、
系
統
Ｄ
の
テ

キ
ス
ト
が
こ
の
十
戒
を
虚
皇
天
尊
説
と
定
め
る
の
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
こ
の



「
初
真
十
戒
」
系
譜
考

二
五

前
文
に
は
、
出
家
超
俗
は
宿
縁
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、

最
後
に
は
「
故
に
開
度
の
時
に
於
い
て
、
宜
し
く
初
真
の
戒
を
受
く
べ
し
」（
巻

一7a
）
と
述
べ
て
、
得
度
す
る
際
に
、
か
な
ら
ず
初
真
戒
を
受
け
る
べ
き
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
戒
が
初
出
家
者
の
た
め
の
戒
と
し
て

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
Ａ
２
）『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
〇
所
収
「
初
真
十
戒
」

『
雲
笈
七
籤
』
は
、
北
宋
真
宗
の
時
（
九
九
七
―
一
〇
二
二
在
位
）
に
張
君

房
が
『
大
宋
天
宮
宝
蔵
』（
一
〇
一
九
年
上
進
）
の
精
要
を
採
っ
て
編
ん
だ
書

で
あ
る
。
そ
の
巻
四
〇
に
載
せ
る
「
初
真
十
戒
」
が
上
記
（
Ａ
１
）『
至
言
緫
』

所
収
「
初
真
誡
」
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
吉
岡
氏
に
指
摘
が
あ

る（
８
）。

実
際
、（
Ａ
２
）
と
（
Ａ
１
）
の
差
異
は
極
め
て
小
さ
い
。
ま
た
、（
Ａ
２
）

に
は
、（
Ａ
１
）
と
ほ
ぼ
同
文
の
前
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
天
真
」

に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
出
家
者
の
戒
と
さ
れ
て
い
る
点
も
全
て
『
至

言
緫
』
本
の
想
定
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。「
初
真
十
戒
対
照
表
」
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
通
り
、
十
戒
の
文
字
も
僅
か
な
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
実
質
的

に
は
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。

系
統
Ｂ

『
道
蔵
』
の
中
に
は
、
上
で
見
た
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
と
概
ね
同
文
の
十
戒

に
拠
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
初
真
十
戒
」
と
は
呼
ば
れ
ず
、「
修
真
十
戒
」

と
い
う
別
の
呼
称
で
通
行
し
て
い
る
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。（
Ｂ
１
）
か

ら
（
Ｂ
４
）
に
至
る
全
て
の
十
戒
が
、
そ
れ
ら
を
収
め
る
文
献
の
中
で
「
修
真

十
戒
」
と
呼
ば
れ
る
。
い
ま
こ
れ
ら
を
集
め
て
一
系
統
と
見
な
し
系
統
Ｂ
と
す

る
。（

Ｂ
１
）『
雑
著
指
玄
篇
』
巻
八
（「
修
真
十
戒
」）

『
修
真
十
書
』
所
収
『
雑
著
指
玄
篇
』
巻
八
所
載
「
修
真
十
戒
」（1a

）
で
あ

る
。
題
目
と
戒
条
を
記
す
他
は
、
最
後
に
「
凡
能
持
此
十
戒
、
昇
為
仙
官
」
の

一
文
が
足
さ
れ
る
の
み
で
、
前
文
も
後
文
も
な
く
、
儀
礼
次
第
も
な
い
。『
雑

著
指
玄
篇
』
巻
一
に
は
「
紫
虚
了
真
子
蕭
廷
芝
元
瑞
述
」
と
記
さ
れ
、
白
玉
蟾

（
一
一
九
四
―
一
二
二
九
）
再
伝
の
弟
子
で
あ
る
蕭
廷
芝
（
そ
の
師
は
彭
耜
）

が
編
述
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
巻
八
末
尾
に
は
廖
正
（
未
詳
）
に
よ
る
「
歳
在
淳

祐
甲
辰
」（
一
二
四
四
）
の
紀
年
を
載
せ
る
（
９
）。
し
た
が
っ
て
（
Ｂ
１
）
は
南
宋

期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
初
真
十
戒
対
照
表
」
を
見
れ
ば
即
座
に
了
解
さ
れ
る
よ
う
に
、（
Ｂ
１
）『
雑

著
指
玄
篇
』
所
収
「
修
真
十
戒
」
の
内
容
は
、
上
で
見
た
（
Ａ
１
）（
Ａ
２
）

の
「
初
真
十
戒
」
と
充
分
同
定
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
文
献
に
登
場
す
る
時
代

の
先
後
関
係
か
ら
考
え
て
、「
修
真
十
戒
」
が
「
初
真
十
戒
」
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
、（
Ａ
１
）
と
（
Ａ
２
）
が
極
め
て
近

い
テ
キ
ス
ト
で
、
文
字
レ
ベ
ル
で
の
差
異
も
最
小
限
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
こ
の
（
Ｂ
１
）
が
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
示
す
文
字
レ
ベ
ル
で
の

差
は
顕
著
で
あ
る
。
い
ま
、「
修
真
十
戒
」
と
呼
ば
れ
る
系
統
Ｂ
の
諸
十
戒
の

文
字
づ
か
い
を
分
析
し
て
も
、
第
四
条
を
例
外
と
し
て
）
10
（

、
な
か
な
か
有
意
に
そ

れ
ら
を
ひ
と
つ
の
系
統
と
し
て
示
し
得
る
よ
う
な
共
通
性
は
立
ち
上
が
っ
て
こ

な
い
―
―
つ
ま
り
「
ば
ら
つ
き
」
が
顕
著
で
あ
る
―
―
う
ら
み
は
あ
る
も
の
の
、



二
六

そ
の
よ
う
な
「
ば
ら
つ
き
」
こ
そ
、
こ
れ
ら
Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
多
か
れ
少

な
か
れ
文
字
レ
ベ
ル
に
お
い
て
Ａ
系
統
か
ら
逸
脱
し
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
こ
と
は
充
分
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
系
統
Ｂ
に
内
的
な
自
己
同
一
性
を
与

え
る
特
徴
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
「
修
真
十
戒
」
と
い
う

名
称
を
共
有
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。

（
Ｂ
２
）『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』

『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
は
「
修
真
十
戒
」
の
戒
条
を
挙
げ
な
が
ら
、

信
徒
が
宿
劫
以
来
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
告
白
懺
悔
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
懺

法
儀
礼
書
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
辿
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

最
初
に
「
斎
官
」
を
名
乗
る
儀
礼
執
行
者
が
、「
伏
し
て
願
は
く
は
、
神
明

如
し
在
せ
ば
、
盻
蠁
し
て
来
臨
し
、
此
の
際
の
精
䖍
を
鑒
て
、
多
生
の
罪
対
を

削
ら
ん
こ
と
を
」（1b

）
と
述
べ
て
神
明
の
顧
眄
来
臨
を
願
い
、
儀
礼
を
行
う

自
分
た
ち
の
敬
虔
さ
に
鑑
み
て
、
宿
世
の
罪
過
を
帳
消
し
に
す
る
よ
う
求
め
る
。

そ
の
後
、
三
清
と
玉
皇
に
対
す
る
帰
命
を
挟
ん
で
、
真
武
に
対
す
る
懺
悔
が
始

ま
る
。
ま
ず
、「
志
心
に
帰
命
し
て
礼
す
」
と
し
て
帰
依
を
表
明
し
て
か
ら
、

真
武
に
つ
い
て
そ
の
霊
験
や
特
徴
を
簡
略
に
述
べ
る
文
、
真
武
の
名
号
、
お
よ

び
真
武
の
徳
に
関
わ
る
七
言
詩
が
配
さ
れ
、
そ
の
上
で
「
修
真
十
戒
」
の
各
条

と
そ
れ
に
関
連
す
る
懺
悔
の
句
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
一
戒
に
基
づ
く
懺
悔
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
修
真
第
一
戒
に
云
ふ
、
陰
か
に
盗
み
潜
か
に
謀
り
て
、

物
を
害
し
己
を
利
す
る
を
得
ざ
れ
、
と
。
伏
し
て
念
ふ
に
、
某
多
生
以
来
、

曽
て
此
の
戒
を
犯
せ
り
。
今
髙
真
に
礼
し
、
虔
誠
に
懴
悔
す
。
此
の
道
恩

に
仗
り
、
普
く
赦
宥
を
垂
れ
よ
。（『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』3a-b

）

注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
戒
の
条
文
は
、
系
統
Ａ
の
「
初
真
十
戒
」

や
（
Ｂ
１
）
の
「
修
真
十
戒
」
条
文
の
前
半
部
分
の
み
、
す
な
わ
ち
「
不
得
」

云
々
と
し
て
禁
止
事
項
を
述
べ
る
部
分
の
み
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
系
統
Ａ
の
「
初
真
十
戒
」
や
（
Ｂ
１
）
の
「
修
真
十
戒
」

に
お
い
て
「
当
に
〜
す
べ
し
」
と
さ
れ
る
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
（
Ｂ
２
）
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
く
懺
法
と
し
て
十
戒
を
用
い
る

（
Ｂ
３
）（
Ｂ
４
）
に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。（
儀
礼
次
第
の
解
説

は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
。）

『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
の
成
書
年
代
は
「
鎮
天
真
武 

治
世
福
神 

玉

虚
師
相 

玄
天
上
帝
」
と
い
う
真
武
の
呼
称
か
ら
推
測
す
る
ほ
か
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
呼
称
に
正
確
に
対
応
す
る
封
号
は
見
出
し
難
い
が
、
楊
立
志
氏
は
、

『
大
岳
太
和
山
志
』
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
正
月
条
に
「
太
上
紫
皇 

天
一
真

君 

玉
虚
師
相 

玄
天
上
帝
」
と
い
う
「
玉
虚
師
相 

玄
天
上
帝
」
を
含
む
封
号
が

加
号
さ
れ
た
記
事
の
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
の

成
立
が
仁
宗
以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
）
11
（

。
ま
た
、
真
武
を
主
神

と
は
し
な
い
文
献
の
な
か
に
も
真
武
の
称
号
が
登
場
し
そ
の
時
期
を
考
え
る
上

で
の
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
太
上
无
極
緫
真
文
昌
大
洞

仙
経
』﹇SN

五
﹈
巻
二
中
に
出
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
宋
期
に

文
昌
帝
君
を
信
仰
す
る
結
社
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
経
典
で
、
そ
の
巻
二
に
載
せ

る
真
武
へ
の
帰
依
文
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
部
分
を
含
む
名
号
が
見
出
さ
れ
る
。

鎮
天
真
武 
治
世
福
神 

玉
虚
師
相 

紫
皇
天
乙
真
君 

玄
天
仁
威 

精
微
上
帝 
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二
七

金
闕
化
身
天
尊
（4b-5a　

傍
線
は
引
用
者
）

こ
の
う
ち
、
傍
線
を
引
い
た
十
六
文
字
が
『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
に
載

せ
る
真
武
の
名
号
と
一
致
す
る
部
分
で
あ
る
。『
太
上
无
極
緫
真
文
昌
大
洞
仙

経
』
の
序
に
は
、
乾
道
戊
子
（
一
一
六
八
）
に
劉
安
勝
の
壇
に
降

し
、
景
定

甲
子
（
一
二
六
四
）
に
再
度
降
さ
れ
て
重
校
、
更
に
そ
の
後
の
摂
提
格
す
な
わ

ち
寅
年
（
一
二
六
六
）
に
三
度
目
の
啓
示
を
受
け
て
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
記

述
が
あ
る
）
12
（

。
つ
ま
り
、『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
の
中
に
は
、
十
三
世
紀

の
中
葉
に
成
立
し
た
文
献
に
登
場
す
る
真
武
の
名
号
と
一
致
す
る
呼
称
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、『
太
上
无
極
緫
真
文
昌
大
洞
仙
経
』

の
異
本
で
、
衛
琪
に
よ
っ
て
至
大
己
酉
（
一
三
〇
九
）
に
書
か
れ
た
序
を
有
す

る
『
玉
清
无
極
総
真
文
昌
大
洞
仙
経
』
巻
二
に
載
せ
る
「
玄
帝
聖
号
」
で
は
、

『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
で
用
い
ら
れ
た
四
句
十
六
文
字
の
名
号
の
う
ち

「
玉
虚
師
相 

玄
天
上
帝
」
の
八
文
字
し
か
見
え
な
い
。
つ
ま
り
、
二
種
の
内
容

上
密
接
に
関
連
す
る
文
献
の
中
で
、『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
で
用
い
ら

れ
た
封
号
は
十
三
世
紀
中
葉
に
出
た
前
者
に
し
か
見
え
ず
、
十
四
世
紀
の
文
献

で
は
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
考
え
る
と
、『
北
極
真
武
佑
聖
真

君
礼
文
』
の
成
書
時
期
は
概
ね
十
三
世
紀
の
中
頃
と
見
る
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。（

Ｂ
３
）『
北
極
真
武
普
慈
度
世
法
懺
』
十
巻

『
北
極
真
武
普
慈
度
世
法
懺
』
は
、「
修
真
十
戒
」
に
も
と
づ
く
真
武
を
対
象

と
す
る
懺
法
経
典
で
あ
る
点
で
、（
Ｂ
２
）
と
非
常
に
類
似
す
る
文
献
で
あ
る
。

た
だ
し
、（
Ｂ
２
）
が
一
巻
の
中
に
十
戒
に
基
づ
く
懺
悔
を
全
て
収
め
て
い
る

ご
く
短
い
儀
礼
文
献
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
（
Ｂ
３
）
は
、
一
戒
に
対
し

て
一
巻
を
充
て
、
十
戒
の
懺
悔
を
終
え
る
の
に
全
十
巻
を
費
や
す
と
い
う
比
較

的
大
部
の
懺
法
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
大
き
な
違
い
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
文
献
に
お
け
る
真
武
の
称
号
は
「
教
主 

北
極
鎮
天 

佑
聖
助
順 

真
武
霊

応 

福
徳
真
君 

玉
虚
師
相 

玄
天
上
帝
」
で
あ
り
）
13
（

、
宋
寧
宗
嘉
定
二
年
（
一
二
〇

九
）
の
加
封
で
あ
る
「
福
徳
」
の
号
を
含
ん
で
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
）
14
（

。
ま
た

そ
の
一
方
で
、
元
成
宗
が
大
徳
八
年
（
一
三
〇
四
）
に
加
封
し
た
「
元
聖
仁
威
」

の
号
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
）
15
（

。
お
そ
ら
く
、『
北
極
真
武

普
慈
度
世
法
懺
』
は
こ
の
二
つ
の
加
封
の
時
期
に
挟
ま
れ
る
期
間
、
す
な
わ
ち

一
三
世
紀
中
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
16
（

。

こ
の
経
に
よ
れ
ば
、「
修
真
十
戒
」
と
は
、
無
上
赤
文
帝
君
金
闕
化
身
天
尊

な
る
神
格
が
開
皇
の
劫
に
お
い
て
玄
天
（
真
武
）
と
な
っ
て
人
世
に
下
生
し
た

際
に
）
17
（

、
凡
愚
を
憐
れ
み
、
兆
民
を
救
わ
ん
と
し
て
説
い
た
戒
で
あ
る
と
い
う

（「
嘗
為
演
説
修
真
十
戒
以
度
兆
民
」『
北
極
真
武
普
慈
度
世
法
懺
』
巻
一
、

1a-b

）。
本
書
に
お
け
る
「
修
真
十
戒
」
が
、
系
統
Ａ
の
「
初
真
十
戒
」
も
し

く
は
（
Ｂ
１
）「
修
真
十
戒
」
に
お
け
る
各
条
の
前
半
部
の
み
を
示
す
省
略
形

で
あ
る
こ
と
は
（
Ｂ
２
）
と
同
様
で
あ
る
。

『
北
極
真
武
普
慈
度
世
法
懺
』
で
最
も
興
味
深
い
の
は
、「
修
真
十
戒
」
が
単

に
出
家
者
の
み
な
ら
ず
、
在
家
者
の
た
め
の
戒
と
し
て
も
用
い
得
る
こ
と
が
語

ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
十
戒
を
説
い
た
直
後
の
天
尊
の
語
に
次
の
よ
う
に
い

う
。

能
く
吾
が
教
に
依
り
、
心
を
秉
る
こ
と
無
二
な
れ
ば
、
即
ち
見
世
に
は
安



二
八

楽
に
し
て
、
困
苦
に
遭
ふ
を
免
る
を
得
ん
。
若
し
能
く
三
元
・
五
臘
・
甲

子
・
庚
申
・
三
㑹
・
十
直
の
辰
に
於
て
、
諸
も
ろ
の
宮
観
に
於
て
、
或
は

家
庭
に
在
り
て
、
備
さ
に
香
花
を
列
し
、
虔
心
に
懴
礼
し
て
、
吾
教
に
依

ら
ん
こ
と
を
誓
ひ
、
徃
を
改
め
来
を
修
せ
ば
、
即
ち
黒
書
を
譴
削
し
、
名

は
丹
籍
に
標
さ
れ
、
見
存
す
る
と
き
は
慶
を
獲
て
、
過
世
す
れ
ば
超
昇
す

る
こ
と
を
得
ん
。（2b

）

こ
の
文
中
に
「
虔
心
懴
礼
」
と
言
う
の
は
、
直
前
に
説
か
れ
た
「
修
真
十
戒
」

に
よ
る
懺
法
を
行
う
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
元
・
五
臘
・
三
会

日
と
い
っ
た
道
教
の
祭
日
に
、
宮
観
の
み
な
ら
ず
、「
家
庭
に
在
」
っ
て
も
そ

の
中
を
荘
厳
し
て
「
修
真
十
戒
」
に
よ
っ
て
懺
悔
す
る
な
ら
、
生
前
お
よ
び
そ

の
死
後
に
わ
た
っ
て
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と

理
解
で
き
る
。
こ
の
「
修
真
十
戒
」
を
依
用
す
る
こ
と
は
出
家
者
の
み
な
ら
ず

家
庭
に
あ
る
在
家
の
信
徒
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
Ｂ
４
）『
神
功
妙
済
真
君
礼
文
』

『
神
功
妙
済
真
君
礼
文
』
は
、
そ
の
題
名
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
通
り
、（
Ｂ

２
）『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
と
極
め
て
相
似
性
の
高
い
文
献
で
あ
る
。

（
Ｂ
２
）（
Ｂ
３
）
が
真
武
に
対
す
る
懺
法
の
儀
礼
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書

は
許
遜
（
許
真
君
）
を
対
象
と
す
る
懺
法
書
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
修

真
十
戒
」
に
基
づ
く
懺
悔
を
行
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
点
は
、（
Ｂ
２
）

（
Ｂ
３
）
と
の
重
要
な
共
通
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
書
を
Ｂ
系
統
に
位
置
づ

け
る
所
以
で
も
あ
る
。

本
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
許
遜
の
封
号
が
手
掛
か
り
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、「
九
州
都
仙
太
史
髙
明
大
使
至
道
玄
応
神
功
妙
済
真
君
」（1a

）
が

本
書
に
お
け
る
許
真
君
の
名
号
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
宋
政
和
二
年
（
一
一
一

二
）
に
徽
宗
が
加
封
し
た
「
神
功
妙
済
」
の
ほ
か
に
、
元
成
宗
（
在
位
一
二
九

四
〜
一
三
〇
七
）
に
よ
る
封
号
で
あ
る
「
至
道
玄
応
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
）
18
（

。
す
な
わ
ち
、
そ
の
成
書
年
代
は
一
四
世
紀
前
半
期
よ
り
以
前

に
は
遡
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
、
十
三
世
紀
中

葉
に
成
立
し
た
（
Ｂ
２
）
と
の
内
容
上
の
類
似
か
ら
考
え
る
と
、（
Ｂ
２
）
に

範
を
と
り
つ
つ
、
十
四
世
紀
中
葉
頃
に
許
遜
信
徒
の
た
め
の
懺
悔
文
と
し
て
成

立
し
た
の
が
本
書
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
十
三
世
紀
後
半
に
活
躍
し

た
牧
常
晁
が
「
西
山
有
修
真
十
戒
」（『
玄
宗
直
指
万
法
同
帰
』﹇SN

一
〇
六
六
﹈

巻
三
、20b

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
西
山
」
と
は
許
遜
信
仰
者
た
ち
を

指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
19
（

。
許
遜
信
徒
が
「
修
真
十
戒
」
を
依
用
す
る
こ

と
は
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、『
神
功
妙
済
真
君
礼
文
』
に
お
け
る
第
一
戒
に
関
す
る
懺
悔
の
部

分
の
み
抜
き
出
し
て
見
て
お
こ
う
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
修
真
第
一
戒
に
云
ふ
、
陰
か
に
盗
み
潜
か
に
謀
り
て
、

物
を
害
し
己
を
利
す
る
を
得
ざ
れ
、
と
。
切
に
念
ふ
に
、
某
は
多
生
以
来
、

曽
て
此
の
戒
を
犯
せ
り
。
今
真
君
に
礼
し
て
、
哀
み
を
求
め
て
懴
悔
す
。

（2b-3a

）

こ
こ
で
は
、
先
に
見
た
（
Ｂ
２
）『
北
極
真
武
佑
聖
真
君
礼
文
』
と
同
じ
よ
う
に
、

ま
ず
戒
の
条
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
（
Ｂ
２
）
と
同
様
、
戒
の
条
文

は
系
統
Ａ
や
（
Ｂ
１
）
の
条
文
の
前
半
部
分
だ
け
を
載
せ
る
省
略
形
で
あ
る
。



「
初
真
十
戒
」
系
譜
考

二
九

そ
の
後
、
宿
世
に
お
い
て
こ
の
戒
の
内
容
に
抵
触
す
る
罪
を
犯
し
て
き
た
こ
と

を
高
真
に
告
白
し
、
道
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
点
も
（
Ｂ
２
）
と
概
ね
同
じ
で

あ
る
。

以
上
、
系
統
Ｂ
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
成
書
時
期
と
内
容
上
の
特

徴
を
概
観
し
て
来
た
。
懺
悔
を
伴
う
変
則
的
な
内
容
で
あ
る
た
め
解
説
に
若
干

文
字
を
費
や
し
た
が
、
要
は
系
統
Ａ
の
初
出
家
の
た
め
の
十
戒
で
あ
る
「
初
真

十
戒
」
の
内
容
が
、
南
宋
期
か
ら
元
朝
期
に
か
け
て
「
修
真
十
戒
」
と
し
て
大

い
に
流
行
し
た
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
初
真
戒
の
十
戒
が
、
出
家

戒
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
在
家
の
戒
と
し
て
も
受
容
さ
れ
、
更
に
懺
悔
を

伴
う
文
献
と
し
て
も
展
開
す
る
事
実
は
、
こ
の
十
戒
が
そ
れ
だ
け
多
く
の
種
類

の
信
仰
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
、
そ
の
広
範
な
普
及

を
物
語
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、「
修
真
十
戒
」
が
全
真
道
士
に
よ
っ
て
出
家
戒
と
し
て
も
依
用
さ
れ

た
形
跡
の
あ
る
こ
と
は
、
明
初
の
張
宇
初
（
一
三
六
一
―
一
四
一
〇
）
が
そ
の

著
『
道
門
十
規
』﹇SN

一
二
三
二
﹈
の
中
で
「
全
真
之
教
」
の
行
法
を
解
説

し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
事
実
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
。

殆
今
之
を
学
ぶ
者
、
衆
く
皆
な
真
功
・
実
行
を
以
て
本
と
為
す
。
其
の
初

め
て
入
道
す
る
や
、
先
づ
明
師
を
択
ん
で
参
礼
し
、
性
地
を
開
発
し
、
修

真
十
戒
、
白
祖
師
・
馮
尊
師
堂
規
等
の
文
を

守
し
て
、
身
心
を
収
習
し
、

節
操
を
操
持
し
て
、
経
典
を
究
竟
す
。（7b-8a

）

こ
こ
で
は
、
全
真
道
士
が
入
門
し
た
時
（「
其
初
入
道
」）
に
先
ず
修
め
る
べ
き

対
象
と
し
て
、
白
祖
師
（
玉
蟾
）
や
馮
尊
師
に
よ
る
堂
規
等
と
共
に
「
修
真
十

戒
」
を
挙
げ
て
い
る
）
20
（

。
名
称
は
「
修
真
十
戒
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
と
お
り
「
修
真
十
戒
」
の
内
容
は
事
実
上
「
初
真
十
戒
」
に
基
づ
い
て
お
り
、

し
か
も
出
家
道
士
で
あ
る
全
真
道
士
が
入
道
の
時
点
で
用
い
る
も
の
と
な
れ
ば
、

こ
の
場
合
の
「
修
真
十
戒
」
は
ま
さ
し
く
「
初
真
十
戒
」
と
し
て
機
能
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
南
宋
期
以
降
、「
初
真
十
戒
」
が
「
修
真
十
戒
」

と
い
う
名
の
も
と
に
出
家
・
在
家
の
別
な
く
広
く
浸
透
し
た
こ
と
の
一
つ
の
証

拠
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

系
統
Ｃ

系
統
Ｃ
に
は
明
代
の
「
初
真
十
戒
」
を
分
類
す
る
。
わ
ず
か
一
種
の
テ
キ
ス

ト
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
名
称
が
「
初
真
十
戒
」
と
さ
れ
、
出
家
の
た
め

の
戒
で
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
る
一
方
で
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
む
し
ろ
系
統

Ｂ
の
「
修
真
十
戒
」
に
近
い
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
独
自
の
系
統
を
立
て
る
こ

と
と
す
る
。

（
Ｃ
１
）
周
思
得
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
巻
十
九
「
披
戴
儀
」
所
収
「
初

真
十
戒
」

『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』（
以
下
『
大
成
金
書
』
と
略
称
）
は
、
明
の
道

士
周
思
得
（
一
三
五
九
―
一
四
五
一
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
儀
礼
書
で
あ
る
。

現
在
『
蔵
外
道
書
』
第
十
六
・
十
七
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
に
は
宣

徳
七
年
（
一
四
三
二
）
の
紀
年
を
有
す
る
二
種
の
序
、
す
な
わ
ち
四
十
五
代
天

師
張
澹
然
序
お
よ
び
周
思
得
（
養
真
）
序
の
ほ
か
、
呉
大
節
に
よ
る
宣
徳
八
年

（
一
四
三
三
）
序
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
明
初
の
正
一
教
儀
礼
の
内
容
を
反
映



三
〇

し
て
い
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
巻
十
九
「
流
伝
利
済
門
」
の
「
伝
度
品
」

に
収
め
ら
れ
た
「
披
戴
儀
」（
己
集
上1a-10b

）
の
な
か
に
「
初
真
十
戒
」（9b

）

と
称
さ
れ
る
十
戒
が
見
え
る
。

「
披
戴
儀
」
で
描
か
れ
る
の
は
、
道
士
が
初
出
家
者
に
対
し
て
「
初
真
十
戒
」

を
授
け
る
伝
戒
行
事
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
今
将
に
先
に
威
儀
を
受
け
、

子
を
し
て
法
度
を
閑
練
せ
し
め
ん
と
す
。
次
に
汝
に
宝
戒
を
受
（
さ
づ
）
け
、

汝
を
し
て
汝
が
身
を
修
持
せ
し
む
」（5a

）
と
述
べ
る
く
だ
り
に
よ
く
表
れ
て

い
る
よ
う
に
、
前
半
は
威
儀
す
な
わ
ち
衣
冠
を
授
け
る
行
事
を
主
と
し
、
後
半

は
戒
を
授
け
る
行
事
を
主
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
披
戴
儀
」
と
い
う
呼
称
は

前
半
の
衣
冠
を
整
え
る
行
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
伝
戒
行
事
の
謂

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
新
出
家
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
度
師
が

受
戒
者
に
対
し
て
「
弟
子
〈
某
人
〉
に
宣
告
せ
ん
。
汝
今
塵
俗
を
出
離
し
、
真

教
に
帰
依
す
る
は
、
皆
な
祖
先
の
徳
を
積
み
て
、
遂
に
之
れ
が
承

を
嗣
続
す

る
を
致
す
に
由
れ
ば
な
り
」（3a

）
と
告
げ
た
り
、
或
は
「
且
つ
汝
未
だ
出
家

せ
ざ
る
時
、
人
倫
中
に
在
り
て
恩
義
の
重
き
者
は
、
君
父
に
過
ぐ
る
は
莫
し
。

〔
中
略
〕
今
出
家
の
後
、
道
門
中
に
在
り
て
は
、
又
た
師
資
の
恩
有
り
、
尤
も

量
る
可
か
ら
ず
」（3a

）
と
語
り
か
け
る
箇
所
に
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
十

戒
を
述
べ
た
後
に
、
度
師
は
「
向
來
汝
の
爲
に
説
く
者
は
、
是
れ
初
眞
十
戒
と

名
く
。
受
持
純
熟
す
れ
ば
、
漸
く
道
に
入
る
可
し
」（9b

）
と
述
べ
、
こ
こ
で

授
け
る
戒
が
「
初
真
十
戒
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、「
初
真
十
戒
対
照
表
」
に
示
す
通
り
で
、
第
六
条
（
後
述
）
を
除
き

概
ね
系
統
Ａ
お
よ
び
Ｂ
の
テ
キ
ス
ト
に
載
せ
る
十
戒
に
対
応
す
る
。
各
条
と
も

に
前
半
の
二
句
十
文
字
だ
け
で
な
く
、「
当
」
字
以
下
の
後
半
の
句
も
伝
え
て

い
る
。

ま
た
、
本
書
所
載
の
「
初
真
十
戒
」
が
、
系
統
Ａ
と
系
統
Ｂ
の
十
戒
の
う
ち

ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
か
と
い
え
ば
、
系
統
Ｂ
、
と
り
わ
け
（
Ｂ
１
）
に
近
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
な
い
文
字
が
、（
Ｃ

１
）
と
（
Ｂ
１
）
の
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
以
下
の
如
き
ケ
ー
ス
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
戒
で
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
が
「
当
守
貞
操
、

使
无
欠
犯
」
と
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、（
Ｃ
１
）
は
「
当
行
節
操
、
無
使
犯
干
」

（
Ｂ
１
）
は
「
当
守
節
操
、
毋
使
欠
犯
」
と
し
、「
節
」
の
字
が
（
Ｃ
１
）（
Ｂ
１
）

の
み
に
共
通
し
、
ま
た
系
統
Ａ
で
「
使
无
」
と
し
て
使
役
の
助
字
を
否
定
詞
の

前
に
出
し
て
い
る
箇
所
を
（
Ｃ
１
）（
Ｂ
１
）
で
は
、
使
役
の
助
字
が
否
定
詞

の
後
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
第
四
戒
で
は
、
系
統
Ａ
の

テ
キ
ス
ト
が
「
離
人
骨
肉
」
と
す
る
の
を
、（
Ｃ
１
）
は
「
析
交
離
親
」
と
し
（
Ｂ

１
）
は
「
交
離
親
族
」
と
し
て
、「
交
離
親
」
と
い
う
系
統
Ａ
に
出
な
い
文
字

列
を
共
通
し
て
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
戒
で
、
系
統
Ａ

が
「
令
九
族
邕
（『
雲
笈
七
籤
』
で
は
「
雍
」）
和
」
と
す
る
箇
所
を
、（
Ｃ
１
）

（
Ｂ
１
）
は
と
も
に
「
令
衆
雍
和
」
と
し
て
、「
衆
」
字
を
出
し
て
い
る
。
第
八

戒
で
は
、
系
統
Ａ
で
「
棲
集
清
虚
」
と
す
る
箇
所
を
、（
Ｃ
１
）
で
は
「
栖
集

幽
閑
」、（
Ｂ
１
）
で
は
「
棲
集
幽
閑
」
に
作
っ
て
と
も
に
「
幽
閑
」
の
二
字
を

出
し
て
い
る
。
最
後
に
、
第
九
戒
で
、
系
統
Ａ
が
「
当
尽
節
君
親
」
と
す
る
箇

所
に
つ
い
て
、（
Ｃ
１
）（
Ｂ
１
）
と
も
に
「
当
尽
節
君
師
」
と
作
っ
て
系
統
Ａ

の
「
親
」
字
が
「
師
」
字
と
な
っ
て
い
る
。
決
定
的
な
証
拠
と
ま
で
は
言
い
難
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い
が
、
以
上
の
点
は
い
ず
れ
も
（
Ｃ
１
）
と
（
Ｂ
１
）
の
類
似
点
で
あ
り
、（
Ｃ

１
）
の
内
容
が
Ｂ
系
統
の
「
修
真
十
戒
」
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
か
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、（
Ｃ
１
）
の
第
六
戒
の
み
は
「
六
者
、
口
無
悪
言
、
言
無
華
綺
、

内
外
忠
直
、
不
犯
口
過
」
と
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
「
修
真
十
戒
」（
も
し
く

は
「
初
真
十
戒
」）
を
採
用
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
代
表
的
な
霊
宝
戒
で
あ
る
「
智

慧
上
品
大
誡
」
中
の
第
五
誡
「
口
無
悪
言
、
言
不
華
綺
、
内
外
忠
直
、
不
犯
口

過
」
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
）
21
（

。
た
だ
、
何
故
こ
の
よ
う
な
入
れ
替
え
が

な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
）
22
（

。
い
ま
は
飽
く
ま
で
テ
キ
ス
ト
の
差

異
と
し
て
の
み
認
識
し
て
お
き
た
い
。

系
統
Ｄ

先
述
の
通
り
、
系
統
Ａ
の
「
初
真
十
戒
」
は
そ
の
前
文
で
は
「
天
真
言
」
と

さ
れ
、
天
真
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
る
体
裁
を
採
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、『
虚

皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』
と
王
常
月
『
初
真
戒
律
』
所
収
「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真

十
戒
」
は
い
ず
れ
も
虚
皇
天
尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
い

ま
、
虚
皇
天
尊
所
説
と
さ
れ
る
こ
の
二
種
の
「
初
真
十
戒
」
を
、
虚
皇
天
尊
系

初
真
十
戒
と
し
、
系
統
Ｄ
に
分
類
す
る
。

（
Ｄ
１
）『
道
蔵
』
所
収
『
虚
皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』

（
Ｄ
１
）
に
は
、
そ
の
十
戒
の
教
主
が
虚
皇
天
尊
に
帰
さ
れ
る
と
い
う
点
の

ほ
か
、
さ
ら
に
三
つ
の
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、（
Ｄ
１
）

の
「
初
真
十
戒
」
本
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
条
に
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

（
Ｄ
１
）
に
固
有
の
特
色
で
あ
り
、（
Ｄ
２
）
に
も
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二

に
、
こ
れ
は
（
Ｄ
１
）（
Ｄ
２
）
共
通
の
特
色
で
あ
る
が
、
系
統
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

に
お
い
て
第
九
戒
に
置
か
れ
て
い
る
忠
孝
仁
信
を
重
視
す
る
一
条
（「
不
得
不

忠
不
孝
…
」）
が
、（
Ｄ
１
）（
Ｄ
２
）
に
お
い
て
は
第
一
条
に
配
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
系
統
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
第
一
条
か
ら
第
八
条

に
相
当
す
る
部
分
が
、（
Ｄ
１
）（
Ｄ
２
）
で
は
第
二
〜
九
条
に
配
さ
れ
る
結
果

を
生
じ
て
い
る
。そ
の
一
方
で
、文
字
の
異
同
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、（
Ｄ
１
）

と
（
Ｄ
２
）
は
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
に
極
め
て
近
い
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
こ

れ
が
第
三
の
特
色
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
戒
の
配
置
上
の
ズ
レ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
Ｄ
１
）
が
文
字
の

用
法
に
お
い
て
系
統
Ａ
と
大
変
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
両
者
の
間

に
何
ら
か
の
派
生
関
係
の
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
場
合
、
果
た
し
て
系

統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
（
Ｄ
１
）
が
派
生
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
な
の

か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

系
統
Ａ
と
（
Ｄ
１
）
の
先
後
関
係
を
考
え
る
上
で
の
糸
口
は
、（
Ｄ
１
）
の

第
一
条
に
付
さ
れ
た
注
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
注
で
は
出
家

に
と
っ
て
も
忠
孝
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
国
祚
の
永
続
を
祈
願
し
、
災

厄
を
退
け
、
民
を
感
化
す
る
な
ど
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
王
化
の
未
だ
及
ば

ざ
る
所
を
裨
せ
し
む
る
」
こ
と
を
も
っ
て
「
出
家
之
忠
」
で
あ
る
と
し
、
ま
た

億
劫
以
来
の
先
祖
を
救
済
す
る
等
の
事
を
「
出
家
之
孝
」
と
称
す
る
（1b-2a

）。

忠
孝
を
重
視
せ
よ
と
い
う
戒
条
に
注
す
る
以
上
、
そ
の
重
要
性
を
こ
の
よ
う
に

説
く
こ
と
自
体
は
特
別
な
こ
と
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
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こ
の
よ
う
な
議
論
の
後
に
、「
故
に
忠
孝
を
諸
戒
の
首
、
百
行
の
源
と
為
す
。

学
者
の
先
務
な
り
」）23
（

と
述
べ
、
忠
孝
は
他
の
戒
条
の
根
本
で
あ
り
、
他
の
戒
に

先
行
し
て
務
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
条
を
第
一
条
に
配
す
る
理
由
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
当
面
の
問
題
で
あ
る
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
と
（
Ｄ
１
）
と
の
先
後
関

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
も
し
「
初
真
十
戒
」
が
元
来
、
忠
孝
仁
信
を
説

く
条
を
第
一
戒
と
し
、
し
か
も
そ
れ
は
忠
孝
を
重
ん
じ
る
が
故
で
あ
る
と
説
く

注
が
付
せ
ら
れ
て
通
行
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
果
た
し
て
そ
の
第
一
条
を
敢

え
て
第
九
条
へ
と
後
ら
せ
る
よ
う
な
作
為
は
な
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し

ろ
、
出
家
の
基
礎
に
忠
孝
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
後
の
編
者
が
、

第
九
条
に
あ
っ
た
忠
孝
重
視
の
条
を
第
一
条
に
移
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
、
筆
者
は
（
Ｄ
１
）
は
忠
孝
仁
信
を
第
九
条
に
も
つ

系
統
Ａ
か
ら
派
生
し
て
き
た
テ
キ
ス
ト
だ
と
判
断
す
る
。
な
お
、
Ａ
系
統
か
ら

Ｄ
系
統
へ
の
派
生
に
関
し
て
は
、「
虚
皇
天
尊
」
と
い
う
教
主
を
立
て
る
こ
と

を
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
は
り
同
様
の
推
論
を
述
べ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
虚
皇
天
尊
に
説
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
十
戒
を
、
後
か

ら
「
天
真
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
曖
昧
化
、
も
し
く
は
戒
の
権
威
を
相
対
的
に

貶
め
る
よ
う
な
こ
と
は
や
は
り
あ
り
得
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

尚
、（
Ｄ
１
）
と
、
系
統
Ｂ
、
Ｃ
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
系
統
Ｂ
、

Ｃ
の
全
て
の
テ
キ
ス
ト
が
い
ず
れ
も
忠
孝
重
視
の
条
を
第
九
条
に
配
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
存
す
る
文
献
か
ら
で
は
、
系
統
Ａ
の
テ

キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
系
統
Ｂ
や
Ｃ
へ
と
展
開
し
た
か
、
そ
の
過
程
や
具
体
相

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ひ
と
つ
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
そ

の
展
開
過
程
の
中
に
（
Ｄ
１
）
が
介
在
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
系
統
Ｂ
、
Ｃ
の
各
テ
キ
ス
ト
の
作
者
た
ち
は
系
統
Ｄ
を
参
照
す
る
機
会
は

無
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
テ
キ
ス
ト
（
Ｄ
１
）
す
な
わ
ち
道
蔵
本
『
虚
皇
天
尊
初
真
十
戒

文
』
の
成
書
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、（
Ｄ
１
）
は
系
統
Ａ
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、（
Ａ
１
）（
Ａ
２
）
い
ず

れ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
派
生
し
て
き
た
も
の
か
を
見
る
こ
と
で
、（
Ｄ
１
）
の
上

限
を
定
め
た
い
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
の
手
掛
か
り
は
（
Ａ
１
）（
Ａ
２
）

の
第
五
戒
と
（
Ｄ
１
）
の
第
六
戒
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
戒
条
に
は
（
Ａ
１
）
と
（
Ａ
２
）
の
間
に
存
す

る
唯
一
の
、
異
体
字
間
の
差
異
に
は
還
元
で
き
な
い
文
字
遣
い
の
上
で
の
差
異

が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
（
Ｄ
１
）
第
六
戒
を
見
る
と
「
当
称
人
之
美

善
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
表
記
は
（
Ａ
２
）
第
五

戒
に
お
け
る
表
現
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、（
Ａ
１
）
第

五
戒
は
、
対
応
す
る
箇
所
を
単
に
「
当
称
人
之
善
」
と
表
し
て
「
美
」
の
字
を

使
わ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、（
Ｄ
１
）
が
拠
っ
た
本
は
（
Ａ
１
）『
至
言
緫
』

よ
り
も
（
Ａ
２
）『
雲
笈
七
籤
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、（
Ｄ
１
）
の
上
限
は
『
雲
笈
七
籤
』
が
世
に
出
た
一
一
世
紀
後
半

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

他
方
、（
Ｄ
１
）
の
下
限
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
系
統
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三
三

Ｂ
の
諸
テ
キ
ス
ト
の
よ
う
に
南
宋
期
か
ら
元
朝
に
か
け
て
出
る
の
か
、
あ
る
い

は
明
ま
で
下
る
の
か
、
判
断
の
材
料
が
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
先
述
の

通
り
、
系
統
Ｂ
の
テ
キ
ス
ト
の
作
者
も
、
ま
た
明
初
の
周
思
得
も
、（
Ｄ
１
）

を
全
く
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
そ
の

成
立
が
か
な
り
早
か
っ
た
と
し
て
も
、
明
代
に
至
る
ま
で
（
Ｄ
１
）
が
他
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
そ
の
影
響
を
受
け

る
の
は
、
清
初
の
王
常
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
Ｄ
２
）
王
常
月
『
初
真
戒
律
』
所
収
「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真
十
戒
」

こ
れ
は
蒋
予
蒲
編
『
道
蔵
輯
要
』
に
載
せ
ら
れ
た
王
常
月
『
初
真
戒
律
』
の

な
か
の
「
初
真
十
戒
」
で
あ
る
。
そ
の
十
戒
の
内
容
は
尹
志
華
氏
が
指
摘
す
る

通
り
、
第
七
条
を
除
い
て
（
Ｄ
１
）
と
完
全
に
一
致
す
る
）
24
（

。
た
だ
し
、（
Ｄ
１
）

の
前
文
も
注
も
（
Ｄ
２
）
に
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
十
戒
が
虚
皇
天
尊
に
仮
託
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
ひ
と
え
に
そ
の

「
虚
皇
天
尊
所
命
初
真
十
戒
」
と
い
う
題
名
に
よ
る
の
で
あ
る
。

（
Ｄ
２
）
で
は
、「
初
真
十
戒
」
は
三
帰
戒
お
よ
び
五
戒
を
受
け
た
後
に
受
戒

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
初
真
戒
の
伝
受
に
引
き
続
い
て
中

極
戒
お
よ
び
天
仙
戒
を
そ
れ
ぞ
れ
晋
受
す
る
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
点
は
、
従
来
の
「
初
真
十
戒
」
を
収
め
る
文
献
の
中
に
は
見
え
な
い
新
し
い

想
定
で
あ
り
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
道
理
で
こ
の
よ
う
な
新
し
い
変
化
が
起

こ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
は
そ
の
変
異
を
考
察

す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
「
初
真
十
戒
」
そ
の
も
の
の
変
遷
を
展
望
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
常
月
に
お
け
る
変
異
に
つ
い
て
の
考
察
自
体

に
踏
み
込
む
こ
と
は
し
な
い
。

五
、
総
括
と
結
論

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
初
真
十
戒
」
の
継
承
と
発
展
の
歴
史
が
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮
か
び
上
が
る
よ
う
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、唐
代
前
半
に
は
『
太

上
洞
玄
霊
宝
出
家
因
縁
経
』
の
「
初
真
十
戒
」
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て

唐
代
後
半
期
も
し
く
は
唐
末
に
至
る
と
、『
至
言
緫
』
に
見
ら
れ
る
（
Ａ
１
）

の
「
初
真
十
戒
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
北
宋
期
を
迎
え
る
と
、
そ
の
内

容
は
『
雲
笈
七
籤
』
に
載
せ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
（
Ａ
２
）
と
し
て
継
承

さ
れ
る
。

こ
の
『
雲
笈
七
籤
』
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、「
初
真
十
戒
」
は
二
つ
の
系
統
に

分
か
れ
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
系
統
は
（
Ａ
２
）『
雲

笈
七
籤
』
本
か
ら
（
Ｄ
１
）『
虚
皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』
へ
と
受
け
継
が
れ
る

も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
（
Ｄ
１
）
の
編
者
は
同
定
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
成

書
時
期
も
北
宋
一
一
世
紀
後
半
以
降
、
明
初
に
至
る
い
ず
れ
か
の
時
期
と
い
う

ほ
か
は
明
確
に
は
定
め
難
い
。
た
だ
、
そ
の
時
期
を
通
じ
て
、（
Ｄ
１
）
が
他

書
に
影
響
を
与
え
た
形
跡
は
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
清
初
の
王
常
月
『
初
真
戒

律
』
に
載
せ
る
（
Ｄ
２
）
へ
と
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。

も
う
ひ
と
つ
の
系
統
は
、
系
統
Ａ
か
ら
「
修
真
十
戒
」
へ
と
発
展
す
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
系
統
Ｂ
に
含
ま
れ
る
諸
テ
キ
ス
ト
が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
は

南
宋
期
か
ら
元
朝
期
に
か
け
て
、
真
武
や
許
遜
を
信
仰
す
る
諸
集
団
の
戒
と
し



三
四

て
、
あ
る
い
は
懺
法
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
。
必
ず
し
も
出
家
に
は
限
ら
れ
な

い
幅
広
い
活
動
形
態
を
も
つ
信
仰
集
団
の
間
に
、「
初
真
十
戒
」
の
内
容
は
受

け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
初
真
十
戒
」
の
内
容
は
、
宋
元

期
に
お
い
て
「
修
真
十
戒
」
と
し
て
広
く
普
及
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単

に
変
化
を
重
ね
て
本
来
の
面
目
が
忘
却
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
事
を
意
味
し
な

か
っ
た
。
明
代
の
周
思
得
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
広
く
普
及
し
た
「
修
真
十

戒
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
戒
を
「
初
真
十
戒
」
と
呼
び
、
初
出
家
者
へ
の

伝
授
と
い
う
唐
代
以
来
の
「
初
真
戒
」
の
最
も
根
本
的
な
要
件
を
周
到
に
受
け

継
い
で
、
自
ら
の
儀
礼
書
の
中
に
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
王
常
月
が
そ
の
戒
法
の
最
初
に
「
虚
皇
天
尊
所
命

初
真
十
戒
」
の
伝
授
を
据
え
た
こ
と
が
、
決
し
て
単
な
る
気
紛
れ
か
ら
出
た
も

の
で
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。「
初
真
十
戒
」
を
出
家
戒
と
し
て
用
い
る
と

い
う
選
択
の
背
景
に
は
、
唐
宋
以
来
の
出
家
道
教
に
お
け
る
初
真
戒
伝
戒
の
伝

統
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
唐
代
以
来
、
正
一
・
全
真
の

別
な
く
、
出
家
道
士
を
生
成
す
る
伝
統
の
中
に
「
初
真
戒
」
は
存
在
し
つ
づ
け

て
お
り
、
王
常
月
の
戒
法
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
一
側
面
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
推
測
を

よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
「
初
真
十
戒
」
を
伝
授
す
る
儀
礼
の
歴

史
に
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
論
じ
る
た
め
の
紙
幅
は
最
早
残
さ
れ

て
い
な
い
。
別
稿
に
期
し
た
い
。

「
初
真
十
戒
対
照
表
」

凡
例

○
原
則
的
に
よ
り
早
い
時
代
に
現
れ
た
系
統
か
ら
順
に
記
す
。
同
一
系
統
内

に
お
け
る
各
テ
キ
ス
ト
の
配
列
も
成
書
順
に
従
う
。

○
前
述
の
通
り
、
系
統
Ｄ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
他
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け

る
第
九
戒
の
内
容
が
第
一
戒
に
配
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
第
二
戒
か
ら

第
九
戒
の
内
容
が
他
の
系
統
に
お
け
る
第
一
戒
か
ら
第
八
戒
の
内
容
に
対
応

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
対
照
表
で
は
、
各
戒
条
の
内
容
を
対
照
す
る
の

に
便
を
図
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
、（
Ｄ
１
）（
Ｄ
２
）
の
み
第
一
戒
の
枠

を
右
に
一
条
分
突
出
さ
せ
て
配
列
す
る
（
太
線
）。
な
お
、（
Ｄ
１
）
に
は
注

が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
対
照
表
で
は
注
は
省
略
す
る
。

【
系
統
Ａ
】
唐
後

半
・
北
宋
「
初

眞
十
戒
」

【
系
統
Ｂ
】
南
宋
・
元
「
修
眞
十
戒
」

と
「
修
眞
十
戒
」
懺
法

【
系
統

Ｃ
】
明

「
初
眞

十
戒
」

【
系
統
Ｄ
】
虚
皇

天
尊
系
「
初
眞

十
戒
」

（
Ａ
１
）

『
至
言

緫
』
卷

一
所
收

「
初
眞

誡
」

（
Ａ
２
）

『
雲
笈

七
籤
』

卷
四
〇

所

收

「
初
眞

十
戒
」

（
Ｂ
１
）

『
雜
著

指

玄

篇
』
卷

八
（「
修
眞

十
戒
」） （

Ｂ
２
）

『
北
極

眞
武
佑

聖
眞
君

禮
文
』

（
Ｂ
３
）

『
北
極

眞
武
普

慈
度
世

法
懺
』

（
Ｂ
４
）

『
神
功

妙
濟
眞

君
禮
文
』 （

Ｃ
１
）

周

氏

『
金
書
』

卷
十
九

「
披
戴

儀
」
所

收
「
初

眞
十
戒
」 （

Ｄ
１
）

道
藏
本

『
虚
皇

天
尊
初

眞
十
戒

文

』

（
注
を

除
く
）

（
Ｄ
２
）

王
常
月

『
初
眞

戒
律
』

所

收

「
虚
皇

天
尊
所

命
初
眞

十
戒
」

第
一
戒

者
、
不
第
一
戒

者
、
不
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三
五

得
不
忠

不
孝
、

不
仁
不

信
。
當

盡
節
君

親
、
推

誠
萬
物
。 得

不
忠

不
孝
、

不
仁
不

信
。
當

盡
節
君

親
、
推

誠
萬
物
。

第
一
戒

者
、
不

得
陰
賊

密
謀
、

害
物
利

己
。
當

行
陰
德
、

廣
濟
群

生
。

第
一
戒

者
、
不

得
陰
賊

潛
謀
、

害
物
利

己
。
當

行
陰
德
、

廣
濟
群

生
。

一
者
、

不
得

賊
潛
謀
、

害
物
利

己
。
當

行

德
、

普
濟
群

生
。

修
眞
第

一
戒
云
、

不
得

盜
潛
謀
、

害
物
利

己
。

第
一
戒

者
、
不

得

賊

潛
謀
、

害
物
利

己
。

修
眞
第

一
戒
云
、

不
得

盜
潛
謀
、

害
物
利

己
。

一
者
、

不
得
陰

賊
潛
謀
、

害
物
利

己
。
當

行
陰
德
、

廣
濟
衆

生
。

第
二
戒

者
、
不

得

賊

潛
謀
、

害
物
利

己
。
當

行

德
、

廣
濟
群

生
。

第
二
戒

者
、
不

得
陰
賊

潛
謀
、

害
物
利

己
。
當

行
陰
德
、

廣
濟
群

生
。

第
二
戒

者
、
不

得
殺
害

含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠
、

以
及

蟲
。

第
二
戒

者
、
不

得
殺
害

含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠
、

以
及
昆

蟲
。

二
者
、

不
得
殺

害
含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠
、

以
及
昆

蟲
。

修
眞
第

二
戒
云
、

不
得
殺

害
含
生
、

以
充
滋

味
。

二
者
、

不
得
殺

害
含
生
、

以
充
滋

味
。

仙
科
第

二
戒
云
、

不
得
殺

害
衆
生
、

以
充
滋

味
。

二
者
、

不
得
殺

害
含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠
、

普
及
昆

蟲
。

第
三
戒

者
、
不

得
殺
害

含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠

以
及
昆

蟲

第
三
戒

者
、
不

得
殺
害

含
生
、

以
充
滋

味
。
當

行
慈
惠
、

以
及
昆

蟲
。

第
三
戒

者
、
不

得
淫
邪

敗
眞
、

穢
慢
靈

氣
。
當

守
貞
操
、

使
无
缺

犯
。

第
三
戒

者
、
不

得
淫
邪

敗
眞
、

穢
慢
靈

氣
。
當

守
貞
操
、

使
無
缺

犯
。

三
者
、

不
得
淫

邪
敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。
當

守
節
操
、

毋
使
缺

犯
。

修
眞
第

三
戒
云
、

不
得

邪
敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。

三
者
、

不
得
淫

邪
敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。

仙
科
第

三
戒
云
、

不
得
淫

邪
敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。

三
者
、

不
得
淫

邪
敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。
當

行
節
操
、

無
使
犯

干
。

第
四
戒

者
、
不

得
淫
邪

敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。
當

守
眞
操
、

使
无
缺

犯
。

第
四
戒

者
、
不

得
淫
邪

敗
眞
、

穢
慢
靈

炁
。
當

守
眞
操
、

使
無
缺

犯
。

第
四
戒

者
、
不

得
敗
人

成
功
、

離
人
骨

肉
。
當

以
道
助

物
、
令

九
族
邕

和
。

第
四
戒

者
、
不

得
敗
人

成
功
、

離
人
骨

肉
。
當

以
道
助

物
、
令

九
族
雍

和
。

四
者
、

不
得
敗

人
成
功
、

交
離
親

族
。
當

以
道
助

物
、
令

衆
雍
和
。 修

眞
第

四
戒
云
、

不
得
敗

人
成
功
、

析
交
離

親
。

四
者
、

不
得
敗

人
成
功
、

析
交
離

親
。

仙
科
第

四
戒
云
、

不
得
敗

人
成
功
、

離
交
析

親
。

四
者
、

不
得
敗

人
成
功
、

析
交
離

親
。
當

以
體
道

助
物
、

令
衆
雍

和
。

第
五
戒

者
、
不

得
敗
人

成
功
、

離
人
骨

肉
。
當

以
道
助

物
、
令

九
族
雍

和
。

第
五
戒

者
、
不

得
敗
人

成
功
、

離
人
骨

肉
。
當

以
道
助

物
、
令

九
族
雍

和
。

第
五
戒

者
、
不

得
讒
毀

賢
良
、

露
才
揚

己
。
當

稱
人
之

善
、
不

自
伐
其

功
能
。

第
五
戒

者
、
不

得
讒
毁

賢
良
、

露
才
揚

己
。
當

稱
人
之

美
善
、

不
自
伐

其
功
能
。 五

者
、

不
得
讒

諛
賢
良
、

露
才
揚

己
。
當

稱
人
之

善
、
不

自
伐
其

功
能
。

修
眞
第

五
戒
云
、

不
得
䜛

毀
賢
良
、

露
才
揚

己
。

五
者
、

不
得
露

才
揚
己
、

讒
毀
善

良
。

仙
科
第

五
戒
云
、

不
得
讒

毀
賢
良
、

露
才
揚

己
。

五
者
、

不
得
讒

毁
賢
良
、

露
才
揚

己
。
當

稱
人
之

衆
善
、

不
可
伐

其
功
能
。 第

六
戒

者
、
不

得
讒
毁

賢
良
、

露
才
揚

己
、
當

稱
人
之

美
善
、

不
自
伐

其
功
能
。 第

六
戒

者
、
不

得
讒
毁

賢
良
、

露
才
揚

己
。
當

稱
人
之

美
善
、

不
自
伐

其
功
能
。

第
六
戒

者
、
不

得
飮
酒

過
差
、

食
肉
違

禁
。
當

調
和
氣

性
、
專

務
淸
虚
。 第

六
戒

者
、
不

得
飮
酒

過
差
、

食
肉
違

禁
。
當

調
和
氣

性
、
專

務
淸
虛
。 六

者
、

不
得
飮

酒
過
差
、

食
肉
違

禁
。
當

調
氣
性
、

專
務
淸

虚
。

修
眞
第

六
戒
云
、

不
得
飮

酒
過
差
、

食
肉
違

禁
。

六
者
、

不
得
飮

酒
過
差
、

食
肉
違

禁
。

仙
科
第

六
戒
云
、

不
得
飮

酒
過
多
、

食
葷
違

禁
。

六
者
、

口
無
惡

言
、
言

無
華
綺
、

内
外
忠

直
、
不

犯
口
過
。 第

七
戒

者
、
不

得
飮
酒

過
差
、

食
肉
違

禁
。
當

調
和
氣

性
、
專

務
淸
虚
。 第

七
戒

者
、
不

得
飮
酒

食
肉
、

犯
律
違

禁
。
當

調
和
氣

性
、
專

務
淸
虛
。

第
七
戒

者
、
不

得
貪
求

無
厭
、

積
財
不

第
七
戒

者
、
不

得
貪
求

無
厭
、

積
財
不

七
者
、

不
得
貪

婪
無
厭
、

積
財
不

散
。
當

修
眞
第

七
戒
云
、

不
得
貪

求
無

、

積
財
不

七
者
、

不
得
貪

婪
無

、

積
財
不

散
。

仙
科
第

七
戒
云
、

不
得
貪

求
無
厭
、

積
財
不

七
者
、

不
得
貪

求
無
厭
、

積
財
不

散
。
當

第
八
戒

者
、
不

得
貪
求

無
厭
、

積
財
不

第
八
戒

者
、
不

得
貪
求

無
厭
、

積
財
不



三
六

散
。
當

行
節
儉
、

惠

貧

窮
。

散
。
當

行
節
儉
、

惠

貧

窮
。

行
節
儉
、

惠
恤
貧

窮
。

散
。

施
。

行
節
儉
、

惠

貧

窮
。

散
。
當

行
節
儉
、

惠
恤
貧

窮
。

散
。
當

行
節
儉
、

惠

貧

窮
。

第
八
戒

者
、
不

得
交
遊

非
賢
、

居
處
穢

雜
。
當

慕
勝
己
、

棲
集
淸

虚
。

第
八
戒

者
、
不

得
交
遊

非
賢
、

居
處
穢

雜
。
當

慕
勝
己
、

棲
集
淸

虛
。

八
者
、

不
得
交

遊
非
賢
、

居
處
穢

雜
。
當

務
勝
己
、

棲
集
幽

閑
。

修
眞
第

八
戒
云
、

不
得
交

友
非
賢
、

居
處
穢

雜
。

八
者
、

不
得
交

游
非
賢
、

居
處
雜

穢
。

仙
科
第

八
戒
云
、

不
得
交

友
非
賢
、

居
處
穢

雜
。

八
者
、

不
得
交

遊
非
賢
、

居
處
穢

汚
。
當

慕
勝
己
、

栖
集
幽

閑
。

第
九
戒

者
、
不

得
交
游

非
賢
、

居
處
雜

穢
。
當

慕
勝
己
、

棲
集
淸

虚
。

第
九
戒

者
、
不

得
交
游

非
賢
、

居
處
雜

穢
。
當

慕
勝
己
、

棲
集
淸

虛
。

第
九
戒

者
、
不

得
不
忠

不
孝
、

不
仁
不

信
。
當

盡
節
君

親
、
推

誠
萬
物
。 第

九
戒

者
、
不

得
不
忠

不
孝
、

不
仁
不

信
。
當

盡
節
君

親
、
推

誠
萬
物
。 九

者
、

不
得
不

忠
不
孝
、

不
仁
不

信
。
當

盡
節
君

師
、
推

誠
萬
物
。 修

眞
第

九
戒
云
、

不
得
不

忠
不
孝
、

不
信
不

仁
。

九
者
、

不
得
不

忠
不
孝
、

不
信
不

仁
。

仙
科
第

九
戒
云
、

不
得
不

忠
不
孝
、

不
義
不

仁
。

九
者
、

不
得
不

忠
不
孝
、

不
仁
不

義
。
當

盡
節
君

師
、
推

成
萬
物
。

第
十
戒

者
、
不

得
輕
忽

言
笑
、

擧
動
非

眞
。
當

持
重
寡

詞
、
以

道
德
爲

務
。

第
十
戒

者
、
不

得
輕
忽

言
笑
、

擧
動
非

眞
。
當

持
重
寡

詞
、
以

道
德
爲

務
。

十
者
、

不
得
輕

忽
言
笑
、

舉
動
非

眞
。
當

常
懷
廉

謹
、
以

道
徳
爲

務
。

修
眞
第

十
戒
云
、

不
得
輕

忽
言
笑
、

舉
動
乖

眞
。

十
者
、

不
得
輕

忽
言
笑
、

舉
動
乖

眞
。

仙
科
第

十
戒
云
、

不
得
輕

忽
言
笑
、

舉
動
乖

眞
。

十
者
、

不
得
輕

忽
言
笑
、

擧
動
非

眞
。
常

持
鄭
重
、

以
道
爲

務
。

第
十
戒

者
、
不

得
輕
忽

言
笑
、

擧
動
非

眞
。
當

持
重
寡

辭
、
以

道
德
爲

務
。

第
十
戒

者
、
不

得
輕
忽

言
笑
、

舉
動
非

眞
。
當

持
重
寡

辭
、
以

道
德
爲

務
。

注

（
１
）　
『
詹
鉄
牛
文
集
』
巻
四
「
先
兄
譪
臣
先
生
軼
事
伝
」
に
「
自
康
煕
丁
未
正
月
〔
先
君
子
〕

赴
玉
楼
之
召
時
、
先
兄
僅
七
歳
、
予
止
五
歳
」（
巻
四3b

）
と
あ
り
、
詹
賢
が
康
煕
二

年
（
一
六
六
三
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

（
２
）　

四
庫
禁
燬
書
叢
刊
編
纂
委
員
会
『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
北
京
：
北
京
出
版
社
、
二
〇

〇
〇
年
、
集
部
第
一
六
七
冊
、
二
九
五
―
五
八
六
頁
参
照
。

（
３
）　M

onica Esposito

《
清
代
全
真
三
壇
大
戒
儀
式
的
創
立
》
趙
衛
東
主
編
《
全
真
道

研
究
》
二
、
済
南
：
斉
魯
書
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、
二
〇
四
―
二
二
〇
頁
参
照
。
又
、

尹
志
華
《
清
代
全
真
道
伝
戒
初
探
》
趙
衛
東
主
編
《
全
真
道
研
究
》
一
、
二
〇
一
一
年

一
一
月
、
二
三
七
―
二
八
三
頁
の
う
ち
二
七
六
―
二
七
八
頁
お
よ
び
尹
志
華
『
王
常
月

学
案
』
済
南
：
斉
魯
書
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
五
二
―
六
四
頁
参
照
。

（
４
）　

尚
、
楠
山
春
樹
氏
は
、
張
萬
福
の
言
う
「
初
真
戒
」
を
『
虚
皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』

に
比
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
後
述
の
考
察
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
こ
の
推
測
は
成
り

立
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
楠
山
春
樹
『
道
家
思
想
と
道
教
』
東
京
：
平
河
出
版
社
、

一
九
九
二
年
七
月
、
一
〇
五
頁
参
照
。

（
５
）　

吉
岡
義
豊
「
斎
戒
録
と
至
言
総
―
道
教
経
典
の
一
研
究
」『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
二
、

五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
、
二
九
五
頁
参
照
。

（
６
）　

大
淵
忍
爾
・
石
井
昌
子
・
尾
崎
正
治
編
『
改
訂
増
補
・
六
朝
唐
宋
の
古
文
献
所
引
道

教
典
籍
目
録
・
索
引
』
東
京
：
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
二
月
、
八
頁
参
照
。

（
７
）　

侯
少
微
（
七
一
七
年
）「
大
唐
宗
聖
観
主
銀
青
光
禄
大
夫
天
水
尹
尊
師
碑
」
朱
像
先

編
『
古
樓
観
紫
雲
衍
慶
集
』﹇SN

九
五
七
﹈
巻
上
（8b

）
所
載
参
照
。

（
８
）　

吉
岡
前
掲
（
一
九
八
九
年
）
二
八
六
頁
参
照
。

（
９
）　

横
手
裕
氏
は
、『
雑
著
指
玄
篇
』
に
つ
い
て
、『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
一
二
神
仙
類
に

著
録
さ
れ
る
『
群
仙
珠
玉
集
』
一
巻
を
基
に
し
て
後
に
増
補
し
た
書
物
で
は
な
い
か
と

の
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
。
横
手
裕
「
白
玉
蟾
と
南
宋
江
南
道
教
」『
東
方
学

報
』（
京
都
）
六
八
冊
、
一
九
九
六
年
、
八
〇
―
八
二
頁
参
照
。A

lso see Baldrian-

H
ussein, Farzeen. 

“Zazhu zhixuan pian, ” in K
ristofer Schipper and 

Franciscus V
erellen, eds. T

he T
aoist Canon: A

 H
istorical Com

panion to 



「
初
真
十
戒
」
系
譜
考

三
七

the D
aozang. Chicago &

 London: T
he U

niversity of Chicago Press, 2004, 

pp. 838-839.
（
10
）　

第
四
条
の
文
字
遣
い
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
間
の
違
い
に
つ
い
て
は
後
文
参
照
。

（
11
）　

楊
立
志
《
武
当
文
化
概
論
》
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二

八
、
一
四
一
頁
参
照
。
ま
た
、『
大
岳
太
和
山
志
』
巻
一
「
宋
詔
誥
」（『
蔵
外
』
三
二

冊
八
二
三
頁b
）
参
照
。

（
12
）　See K

leem
an, T

erry. A
 G
od
’s O
w
n T
ale: T

he BO
O
K
 O
F T
RA
N
SFO
R-

M
A
T
IO
N
S of W

enchang, the D
ivine Lord of Zitong. State U

niversity of 

N
ew
 Y
ork Press: A

lbany, 1994, p. 20; Robinet, Isabelle, “T
aishang w

uji 

zongzhen W
enchang dadong xiangjing zhu, ” in K

ristofer Schipper and 

Franciscus V
erellen eds., O

p. Cit., pp. 1207-1208.

（
13
）　

例
え
ば
、
同
書
巻
一3b

参
照
。

（
14
）　

楊
立
志
前
掲
書
一
三
〇
頁
参
照
。
楊
氏
は
「
福
徳
」
を
含
む
号
の
加
封
の
年
に
つ
い

て
、『
武
当
福
地
総
真
集
』﹇SN

九
六
二
﹈
が
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
二
）
と
す
る
の
に

対
し
、
明
『
大
岳
太
和
山
志
』
で
は
「
嘉
泰
二
年
」（
一
二
〇
九
）
と
す
る
こ
と
を
指

摘
し
疑
を
存
し
て
い
る
。
小
論
に
お
い
て
は
こ
の
年
代
の
差
異
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

（
15
）　
『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
録
』﹇SN

九
六
一
﹈「
元
加
封
詔
」10b
参
照
。

（
16
）　
『
北
極
真
武
普
慈
度
世
法
懺
』
に
は
真
武
の
聖
蹟
に
つ
い
て
「
迹
屢
表
於
至
神
、
記
具

陳
於
啓
聖
」（4a

）
と
す
る
一
句
が
あ
る
。「
記
」
を
「
啓
聖
」
に
陳
ね
る
と
は
、
宋
代

に
行
わ
れ
た
「
真
武
啓
聖
記
」
を
示
唆
す
る
も
の
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
反
面
か
ら
見

れ
ば
元
代
延
祐
元
年
（
一
三
一
四
）
に
成
立
す
る
『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
錄
』
を
念
頭

に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
錄
』

で
は
、
真
武
に
言
及
す
る
際
に
は
上
述
の
元
成
宗
に
よ
る
「
元
聖
仁
威
」
の
号
を
使
う
。

し
た
が
っ
て
、『
北
極
眞
武
普
慈
度
世
法
懺
』
に
見
え
る
「
真
武
啓
聖
記
」
に
触
れ
る

一
方
で
『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
錄
』
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
対
照
と
、「
福
徳
」
の
号

を
用
い
る
一
方
で
「
元
聖
仁
威
」
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
対
照
と
は
、
相
互
に
共
通
の

事
情
―
―
『
北
極
眞
武
普
慈
度
世
法
懺
』
が
一
三
世
紀
初
頭
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
の
間

に
成
立
し
た
と
い
う
事
情
―
―
を
指
し
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

（
17
）　
『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
録
』
巻
一
に
よ
れ
ば
、
先
天
始
炁
が
黄
帝
の
世
に
老
子
の
第
八

十
二
化
と
し
て
生
ま
れ
、
玄
帝
と
な
っ
た
と
す
る
。（『
玄
天
上
帝
啓
聖
霊
異
録
』
卷
一
、

1b-2a

）

（
18
）　

秋
月
觀
暎
『
中
国
近
世
道
教
の
形
成
―
浄
明
道
の
基
礎
的
研
究
』
東
京
：
創
文
社
、

一
九
七
八
年
、
五
頁
お
よ
び
三
七
頁
追
註
参
照
。

（
19
）　

牧
常
晁
に
つ
い
て
は
森
由
利
亜
「
近
世
内
丹
道
の
三
教
一
致
論
―
牧
常
晁
と
李
道
純

の
三
教
一
致
と
性
命
双
修
を
中
心
に
」
福
井
文
雅
・
山
田
利
明
・
前
田
繁
樹
編
『
講
座
・

道
教
』
第
四
巻
、
東
京
：
雄
山
閣
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
六
頁
参
照
。

（
20
）　

白
祖
師
の
堂
規
文
と
は
、『
鳴
鶴
餘
音
』﹇SN

一
一
〇
〇
﹈
所
載
白
玉
蟾
著
「
堂
規
榜
」

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
馮
尊
師
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
『
鳴
鶴
餘
音
』
に
数
篇

の
詞
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
虞
集
は
『
鳴
鶴
餘
音
』
に
寄
せ
た
叙
の
中
で
「
會
稽
馮

尊
師
、
本
燕
趙
書
生
、
游

遇
異
人
、
得
仙
學
。
所
賦
歌
曲
、
高
潔
雄
暢
、
最
傳
者
蘇

武
慢
二
十
篇
、
前
十
篇
道
遺
世
之
樂
、
後
十
篇
論
修
仙
之
事
。
會
稽
費
無
隱
獨
善
歌
之
」

（
叙1a

）
と
述
べ
て
い
る
。
今
、
馮
尊
師
の
「
堂
規
」
と
い
う
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

そ
の
「
昇
堂
文
」
が
『
鳴
鶴
餘
音
』
巻
九
（14a-15b

）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　

例
え
ば
『
雲
笈
七
籤
』
巻
三
十
九
「
説
戒
」（18b

）
参
照
。「
智
慧
上
品
大
誡
」
は
単

行
す
る
『
太
上
洞
真
智
慧
上
品
大
誡
』﹇SN

一
七
七
﹈
の
ほ
か
、『
無
上
秘
要
』
や
『
要

修
科
儀
戒
律
鈔
』
ほ
か
の
書
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
周
思
得
が
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
に

拠
っ
た
か
は
定
め
難
い
。
た
だ
、『
大
成
金
書
』
に
お
け
る
引
用
に
は
「
内
外
忠
直
」

と
あ
り
、
該
当
箇
所
を
「
内
外
中
直
」
に
作
る
『
太
上
洞
真
智
慧
上
品
大
誡
』
は
と
り

あ
え
ず
除
外
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
言
不
華
綺
」
の
句
を
「
言
無
華
綺
」
と

し
て
「
不
」
字
の
代
わ
り
に
「
無
」
字
を
用
い
て
表
記
す
る
「
智
慧
上
品
大
誡
」
の
テ

キ
ス
ト
は
唯
一
『
金
籙
大
斎
補
職
説
戒
儀
』﹇SN

四
八
六
﹈
の
中
に
見
出
さ
れ
る
（4a

）。

周
思
得
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
22
）　

い
ま
、
系
統
Ａ
『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
十
所
収
「
初
真
十
戒
」
に
よ
っ
て
見
る
と
、
そ

の
第
六
条
は
「
不
得
飮
酒
過
差
、
食
肉
違
禁
。
當
調
和
氣
性
、
專
務
清
虛
」（8a

）
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
飮
酒
過
差
」
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
飲
食
に
つ
い

て
そ
の
程
度
を
過
ご
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
飲
酒
自
体
は
明
確
に
は
禁



三
八

じ
ら
れ
て
い
な
い
。
不
飲
酒
戒
と
し
て
は
不
徹
底
な
戒
で
あ
り
、
も
し
周
思
得
が
そ
れ

に
問
題
を
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
、
周
思
得
は
こ
の
戒
を

削
っ
て
代
わ
り
に
不
妄
語
戒
に
類
す
る
戒
を
挿
入
し
て
お
り
、
結
果
的
に
は
こ
の
十
戒

の
な
か
で
不
飲
酒
を
規
定
す
る
戒
は
皆
無
と
な
っ
て
し
ま
い
、
元
の
文
を
削
っ
た
こ
と

の
意
図
が
か
え
っ
て
見
え
に
く
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
は
疑
問
の
ま
ま
と
し
て
お

く
。

（
23
）　
『
道
蔵
』﹇SN

180
﹈『
虚
皇
天
尊
初
真
十
戒
文
』2a

参
照
。

（
24
）　

注
二
二
に
述
べ
た
通
り
、（
Ａ
１
）
以
来
、
初
真
戒
の
「
不
得
飮
酒
過
差
、
食
肉
違
禁
」

条
は
不
飲
酒
戒
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
王
常
月
『
初
真
戒
律
』
で
は
そ
れ
を
「
不
得

飮
酒
食
肉
、
犯
律
違
禁
」
と
し
て
、
飲
酒
食
肉
を
明
確
に
禁
じ
た
。
前
掲
尹
志
華
、
二

〇
一
一
、
九
月
、
五
二
頁
参
照
。


